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　　⑤　今後の連携強化や展開の在り方を纏め
とし、アンケートの実施

を行ったもので、充実した講習会となりました。

⑵　この合同講習会の効果は高く、毎年開催し
て関係を構築していくこととし、令和２年にお
いても10月開催を予定していましたが、コロナ
禍において中止としました。収束後において
は、なるべく早い時期に開催することとしてい
ます。 

２　自動車運転評価表及び受講者情報提供書
の作成と運用

⑴　自動車運転評価表の作成
　　県協会は、「高次脳機能障害者の運転再開

支援に関する調査研究委員会報告書」（平成
31年4月全指連作成）の自動車運転評価表を
参考としながら、県警察、作業療法士会、各
指定自動車学校からの意見、更に県協会の教
習研究委員による検討を経た上で作成しまし
た。

　　作成した自動車運転評価表を令和2年7月か
ら9月までの間試行しました。期間中の試行は
４校で、18人の高次脳機能障害者について26
回実施しました。試行実施校から試行を踏ま
えた意見、教習研究委員からの意見を経て、
容易でチェックし易い観点から更に修正を行
い、「自動車運転評価表（暫定）場内 版と 路上
版」を作成しました。（別紙参照）

　広島県協会においては、高次脳機能障害者の
運転再開支援を効果的に推進するため、県警察
の指導・助言を受けながら、広島県作業療法士
会との関係において、
　①相互に顔の見える関係の構築
　②指定自動車学校の自動車運転評価と作業

療法士からの情報提供のための共通書式
の作成

を目標として関係構築のための合同講習会を開
催するとともに、共通書式としての自動車運転評
価表と情報提供書の検討を重ね、暫定的ではあ
りますが、運用するに至りました。
　その状況について、本誌をお借りしご紹介しま
す。
１　顔の見える関係の構築
⑴　合同講習会の開催
　　相互に顔の見える関係を構築していくため、

本田技研安全運転普及本部のご支援を得て、
令和元年10月20日（日）広島県運転免許セン
ターにおいて、広島県警察（運転免許センタ
ー長以下９名）、広島県作業療法士会（会長
以下66名）、広島県指定自動車学校（技能検
定員等34名）、同県協会（会長以下５名）の計
114名が参加して、合同による講習会を開催し
ました。

　　講習会は日曜日の午後から次の順により5時
間に及び

　　①　各会長等からの挨拶
　　②　全体の意思統一のために、開催趣旨と

実施概要（広島県協会）、病院・施設に
おける自動車運転相談の現状と課題（作
業療法士会）、一定の病気に関する免許
手続きの法的内容（広島県警察）につい
て、それぞれの部門が説明

　　③　実車による運転評価にかかる現状把
握と習熟訓練（本田技研・鈴鹿サーキッ
ト交通教育センター）を約２時間かけて
実施

　　④　その後、受講者を地区別グループに分
けての意見交換会の実施

高次脳機能障害者の運転再開支援に対する取組について
（自動車学校令和3年8月号掲載）

協会だより
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４　おわりに（今後の課題）
　　暫定運用により、一応のスタートラインに

立った感はありますが、コロナ禍による合同講
習会の開催延期という要因もあり、顔の見える
関係構築もなかなか難しく、足並みが揃わな
いのが現状です。

　　この事業は、息の長い事業であります。各
指定自動車学校にはできる範囲で積極的に
取組んでいただき、徐々にではあっても支援実
施体制を確立していくことが大事だと考えてい
ます。

⑵　受講者情報提供書の作成
　　県協会の自動車運転評価表の作成に並行

し、作業療法士会は、各病院、県警察、県協
会等の意見を取り入れて、「受講者情報提供書
（暫定）」を作成しました。（別紙参照）

⑶　運用要領の策定
　　このようにして作成した自動車運転評価表

（暫定）と受講者情報提供書（暫定）の運用
要領を定め、令和2年12月3日には各指定自動
車学校に通知しました。暫定としたのは、合同
講習会等において更に現場の意見を得て、本
運用したい考えからです。

　　なお、運用に当たっては、次の点に配意する
よう通知しています。

　　○　移行期であり、各指定自動車学校で従
来から使用している書式の併用は妨げな
い。

　　○　情報提供書において、警察への相談
（安全運転相談）が「なし」になってい
れば、警察へ相談をするよう勧める。

      ○　教習原簿（練習生原簿）を作成するとと
もに、運用する書面に記載された個人情
報の保管管理を徹底する。

３　取組の経緯
　　これらの取組みは、次のとおり広島県運転

免許センターにおいて、作業部会等を開催し
取組みを推進してきた成果です。

○県警察（センター長
以下3名）、県作業療
法士会（副会長以下6
名）、県協会（会長等
3名）ほかによる意見
交換会を開催

○顔の見える関係の構築
と指定自動車学校の
自動車運転評価と作
業療法士からの情報
提供のための共通書
式について申合わせ

○今後、少人数による作
業部会を随時開催し、
活動を検討することと
した。

○当県において先進し
約200回の評価実績
がある自動車学校の
検定員による運転再
開支援にかかる評価
について講演を実施

○意見交換会での申合
わせ事項の確認

○作業療法士会から県
警への質疑

○年内に合同講習会開
催の方針で一致　

○合同講習会に向けた
意見交換

○講習会で使用する評
価表を検討

○合同講習会の反省・
検討

○自動車運転評価表、
情報提供書の共通書
式を検討

○協会による試行の実
施等を記載した工程
表を呈示

○合同講習会

○令元6.20～10.2まで４
回打合せ実施

○評価表、情報提供書
の共通書式検討

○４校で、18人の高次脳
機能障害者について
26回実施

○試行結果の報告
○新型コロナウイルス感

染症のため、今年度の
合同講習会開催中止
を決定平30.9.17

平30.12.5

平30.10.24

平31.2.20

令元.6.4

令2.2.5

令元.10.20

令元.6.20

令2.4.8

令2.7
　～令2.9

令2.8.26

意見交換会に
よる申合わせ

第２回
作業部会

第１回
作業部会

第３回
作業部会

第４回
作業部会

第５回
作業部会

合同講習会
開催

合同講習会に
向けた打合せ
実施

第６回
作業部会

試行の実施

第７回
作業部会

会議等 開催日 内　　容
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